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【主な内容】               

■平成29年度地学講座「ふるさとの地質名所をめぐる」開催報告 

第3回「地表面凹凸のミステリー-地形学入門 中越編-」････････ 大地の会顧問 渡辺文雄 

第4回「日本を代表する変動地形の裏ばなし-長岡地域の活褶曲と活断層-」  

････････ 大地の会顧問 飯川健勝 

 ■春の野外観察会案内 

 ■スノーフェステバル雪像づくり参加報告 

 ■大地の会平成30年度活動カレンダー 

加茂水源地第２貯水池 

西川口の河岸段丘地形段彩陰影図（ベースは地理院地図。赤数字は標高［ｍ］） 
 
この地図を手に現地で「段丘巡り」をされたらいかがでしょう････昨年の地学講座第3回「地表面凹凸

のミステリー 地形学入門中越編」資料に加筆。本文4ページに記事。カシミール３Ｄで作成した。 



１ はじめに 

 私は週に 1 回，車で南魚沼市に通っています。途

中，川口付近の河岸段丘（図１），和南津の隘路，越

後三山，五日町の扇状地，高所から眺める六日町盆

地など，さまざまな地形景観を堪能できます。地形

の見かたを学ぶと，ふだん何気なく見えている風景

が新鮮に感じられるようになるかもしれません。あ

とで触れるように，地形をつくる営力は地球のいと

なみそのものとも言えます。山や谷，また平野の地

形を観察しながら地球の息吹を感じられたら，それ

は素晴らしいことではないでしょうか。 

２ 基本の地形････信濃川源流から河口まで 

 基本的な地形名称として次のものがあります。 
山地，丘陵，火山，U 字谷，V 字谷，扇状地，

河岸段丘，（沖積）平野，三日月湖，氾濫原，

自然堤防，後背湿地，三角州，砂丘，海浜，海

食崖，海岸段丘；分水嶺，蛇行 
 これらを信濃川の源流から下流へ向かって順に写

真と３D 地形図で見ていきましょう（以下，図５ま

では赤青めがねが必要。赤青めがねは『飛び出す地

形』〈大地の会，2012 年〉に付属。左－赤セロハン，

右－青セロハンとして自作も可能）。 
(1) 槍ヶ岳付近（尾根と谷，U 字谷，V 字谷） 
信濃川―千曲川の源流は甲武信岳（2475ｍ）です

が，もう一方の大河川である犀川（千曲川より 10km
長い）源流は槍ヶ岳（3180m）です。槍ヶ岳周辺で

は，氷河時代に氷河が削ってできたU 字谷，流水の

侵食によるV 字谷，削り残された鎌尾根と呼ばれる

痩せ尾根，などの発達が顕著です（図２）。 
(2) 焼岳と上高地（噴火と火山泥流，せき止め湖） 
 岩稜の穂高岳と清流の梓川を同時に望むことので

きる上高地は，標高 1600m の山間地にあってなぜ

開かれた小盆地状となっているのでしょうか。上高

地には砂礫層が 200ｍ以上も堆積していること，梓

川がかつて飛騨側（西）に流れていた証拠があるこ

と，などから焼岳（火山）が形成されるさいに梓川

が完全にせき止められ，埋め立てられて上高地の平

坦地形ができた（流路も現在のものに変わった）と

考えられています。焼岳は大正噴火で火山泥流を発

生し，梓川をせき止めて大正池をつくっています。 
(3) 水内丘陵を横断する犀川 
 犀川は，松本盆地から標高1000ｍにもなる水内（み

のち）丘陵を横断して長野盆地へ流下します。川が丘

陵を突っ切るのは不思議に思えますが，川が先に存

在していて（先行河川），その後の丘陵をつくる隆起

運動よりも，川が下方侵食して流路を一定に保つ作

用の方が強かったためと考えられています。 
(4) 犀川扇状地 
水内丘陵を流下した犀川は長野盆地に入ると流速

が急に衰えるため，上流から運搬してきた土砂を堆

積させることになります。こうしてできた扇形のゆ

るい傾斜地が扇状地です。犀川の扇状地は傾斜（勾

配）が１／300（水平 300ｍに対して垂直 1m の割

合）なので，現地ではほとんど傾斜に気づかないレ

ベルです。千曲川はこの扇状地形成によって南東方

へ押しやられた形の流路をとっています。 
(5) 津南町の河岸段丘 
 河岸段丘は河川の下方侵食と側方侵食が時をおい

て繰り返されることによってできます。日本一とも

称される津南の段丘地形は，数十万年をかけて中津

 
図１ 国道17号からの河岸段丘景観（長岡市川口） 

平成29年度地学講座 第 3回（講演） 10月 10日 

地表面凹凸のミステリー 地形学入門中越編 

大地の会顧問 渡辺文雄 

 
図２ 槍ヶ岳３Ｄ地形図（赤青めがね使用） 
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川がつくり上げた苗場山麓ジオパークの代表的景観

でもあります（図３）。かつて段丘地形は間欠的な隆

起運動や海水面変動に関係すると教わりましたが，

現在では気候の変動→河川の流量変化，気候変動→

植生の変化→河川への土砂供給量変化などを重視す

るようになっています。 

(6) 越後平野（自然堤防，後背湿地） 
 平野部で洪水流が氾濫すると，あふれた場所で流

速が急減して土砂の堆積がおきます。これが幾たび

も繰り返されると永年の間に川筋に沿った細長い小

さな高まりができます。これが自然堤防です。自然

堤防の先は水はけの悪い後背湿地と呼ばれる低地で

す。微高地である自然堤防は集落や畑として利用し，

低い後背湿地は水田（深田になりやすい）や沼地と

なることが越後平野では多かったようです。 
(7) 大河津分水路 
越後平野を流れる信濃川最下流部は勾配が 1／

10000（水平 10km に対して垂直 1m の割合）程度

しかなく（越後平野が「まったいら」ということ），

かつては洪水流がしばしば氾濫して大きな災害を引

き起こし，住民を苦しめてきました。洪水流をすみ

やかに日本海へ放出するようにつくられたのが大河

津分水路です（1922 年通水）。 
上流からの洪水流は 100％分水路へ流すため，蒲

原地方の氾濫は激減しましたが，分水路の河口付近

では土砂の堆積が進み，砂浜が海へ向かって 500ｍ
以上前進し，一部は砂丘になっています。 
(8) 海岸砂丘列 
 新潟海岸は砂丘を形成しています。砂丘は海浜の

砂が風でまきあげられ堆積した細長い（帯状の）小

丘です。海岸の砂は，もともと信濃川や阿賀野川に

よって山間地から運搬され河口付近の海底に堆積し

たものが，沿岸流によって岸にそうように移動し，

海の大きな波によって陸に打ち上げられたものです

から，砂丘の砂のルーツは信濃川や阿賀野川の上流

にあるといえるでしょう。 
新潟砂丘の高さは 20～30ｍくらいで住宅地や大

学のキャンパスになっています（最高地点は 52ｍ）。

古い時代の砂丘が内陸に約 10 列にもわたって分布

し，越後平野が砂丘をつくりながら前進（拡大）し

ていったことがわかります。 
２ 地形学の応用････長岡周辺の起伏を見る 

(1) 小千谷市山本山 
 山本山（標高 337ｍ。図４）は，小千谷市南部の

丘陵地帯にあって，台地状をした独立峰のような存

在です。まわりは何段もの河岸段丘にかこまれてい

ます。山本山の頂上一帯も河岸段丘面ですが，ゆる

く西に傾いています。このあたりの基盤（魚沼層）

が西へ 20～30 度傾斜しているので，地層を傾斜さ

せる変動が河岸段丘を形成する新しい時代にも引き

続きおこなわれているということを意味します。 
 このあたりは次回（第 4 回）講演で，飯川先生か

ら詳しく話していただけるはずです。 

(2) 関原～高寺町の台地 
 上除・関原の街や歴史博物館のある高台も河岸段

丘地形とされていますが，ゆるい起伏を持った地形

で，津南の段丘地形のように平らな面が発達してい

ません。これも基盤の地層を褶曲させる変動が，河

岸段丘面を変形させたものと見られています。 
(3) 越路原・小粟田原 
 小粟田原も段丘地形です。小粟田原の東縁部では

その段丘礫（と魚沼層の礫）を採取しています。小

粟田原はゆるく凹状を呈しながら北へ傾いており，

この形は基盤の地層の変形と調和的です。西に隣接

する越路原は小粟田原より 100ｍも高い台地ですが，

一部は小粟田原と同時代の河岸段丘面とされていま

 
図３ 津南の河岸段丘（赤青めがね使用） 

 
図４ 山本山とその周辺（赤青めがね使用） 
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す。越路原の地下（基盤）は南北方向にのびて北へ

沈下する背斜構造となっており，基盤の構造をつく

る変動が，新たに小粟田原－越路原（の一部）段丘

面の変形もおこしているということになります。 
越路原東縁の急斜面にそって片貝断層（活断層）

が通っていることは，大地の会の講演・巡検で何度

か取り上げたのでご存知の方も多いことでしょう。 

(4) 西川口の河岸段丘（本号の表紙絵参照） 
 小千谷以北の河岸段丘は地殻変動の影響でいずれ

も変形を受けています。変形をあまり受けていない

“教科書的な”段丘地形を観察できるのが西川口（じ

つは JR 越後川口駅の南方ですが）一帯です。 
信濃川と魚野川の合流点にあたるこの地域の河岸

段丘は，1.3 万年前以降に段丘化した新しい“低位

段丘”ですが，氾濫原からの最大比高 40ｍの間に，

高さ数 m 程度の段差で区切られた６～７段の段丘

面を認めることができます。 
JR 川口駅から 30 分も歩くと荒屋遺跡（縄文）の

ある高台に着きます。ここが段丘面です。段丘の形

成は主として気候変化（河川の流量や岩屑量の変化）

に規定されるというふうに見方が変わってきました。

添付資料の図（ここでは表紙絵）を片手に，信濃川

や魚野川がかつてどんなふうに流れたかを想像しな

がら 1 時間も歩き回れば，何段にもおよぶ「典型的

な段丘」巡りを十分に楽しめることでしょう。 
(5) 八丁沖 
 戊辰戦争で長岡城奪還のために軍勢が八丁沖に進

軍したことは有名です。長岡の市街地の北東にはか

つて八丁沖と呼ばれる沼地・湿地が広がっていまし

た。東は東山，西は信濃川の自然堤防，北は刈谷田

川の扇状地，南は長岡の地名の由来となった微高地

（長い丘：信濃川の扇状地・自然堤防）に囲まれた，

水はけの悪い典型的な後背湿地です。 

(6) 刈谷田川の自然堤防 
 中之島地域では平野を蛇行しながら北流する刈谷

田川の両岸に，集落が帯状に列をなして立地してい

ます。暴れ川に接してなぜ？と思ってしまいますが，

集落の位置する場所は自然堤防で，氾濫原（後背湿

地）より少しだけ小高いので，川が氾濫したときの

被災危険度が小さいということでしょう。 
(7) 八方台・柳市の池（県民いこいの森） 
 八方台の東は急崖で，直下は柳市の池（自然地形

を生かした灌漑用のため池）のある平坦地となって

います。急崖は大規模地すべりの滑落崖にあたり，

古い地すべり地形は一之貝の集落まで続いています。 
(8) 杜々の森名水公園と地すべり地形 
 平成の名水百選に選出された栃尾地区の杜々の森

の湧水は，大きな西中野俣地すべりの滑落崖直下に

湧くものです。小粟田原（河岸段丘）で東縁の段丘

崖直下に多量の湧水（養鯉池に利用）をみるのと同

じ原理です。 
(9) 中越地震時の神沢川地すべり 
 2004 年の中越地震では山間地で多くの地すべ

り・崩壊が発生しました。最大のものが芋側支流の

神沢川沿いの地すべりで，古い地すべり地の最上部

を除いた大半（幅 450m，長さ 650m）が，基盤の

層理面に沿うように 100m も移動しました。滑落崖

は段差 70m，すべり面の深さは 80m。滑落崖のす

ぐ下で山側に 20 度も傾いた杉の木が立ち並ぶ光景

には地すべり研究者も唖然としたといいます。 
３さらに展開････渋海川をさかのぼる 

 越路地域から小国地域まで，集落の立地を地形面

から次のようにまとめることができます。①渋海川

と信濃川に挟まれた地域。飯島，西野，中沢などは

 
図５ 越路原から小粟田原（赤青めがね使用） 

 

図６ 「八丁沖」付近の段彩地形図（数字は標高[ｍ］） 
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信濃川の（旧）中州ないし（旧）自然堤防。②飯塚

の山側は屶打谷川がつくる扇状地。③岩田の大部分

は渋海川の河岸段丘。④不動沢から上流の渋海川に

堤防がないのは，渋海川が下方侵食を強めているか

らで，両岸は段丘化しつつあるといってよい。⑤西

谷・原・寺尾の高台となっている地域は渋海川の段

丘，低い地域は段丘化しつつある氾濫原。⑥塚野山

はほぼ段丘化した（旧）氾濫原。 

 渋海川の氾濫原が，越路地域で段丘化しつつあり，

小国地域で段丘化がほぼ完成した（後述）のは，渋

海川で瀬替え（人為的な川筋変更。図７参照）がお

こなわれたことに起因します。流路を直線的に短絡

させたため河床勾配が増加し，流水の勢いが増すこ

とによって下方侵食が進んだのです。 
 塚野山の長谷川邸の真向かいにある比高 12m の

小丘（図８の残丘１）は，かつて対岸の中山城址に

連なる尾根に続いていたもので，約 500 年前，塚野

山を洪水から守るため「布施野堀川」が開削された

さいに尾根から切り離されたものとみられています

（『小国町史』による）。 
 小国盆地は図８に示すように段丘化し

た低位面Ｌ（河床から 6～7m の高さ）

と段丘面Ｍからできていますが，Ｌ面が

始まるのは残丘１地点のすぐ上流側から

です。残丘１が対岸の尾根と連続してい

た時代の渋海川の「氾濫原」は現在のＭ

面で，そのころＬ面は存在していません

でした。布施野堀川が開削されて以降，

河床低下に伴ってＬ面が標高の一段低い

新たな「氾濫原」として形成され，その

後の江戸期から明治期にかけての瀬替え

でさらに「段丘」化したと考えられます。 

 古い時代の人為的な営み（堀川開削）が地形を大

きく変えた珍しい例なのではないでしょうか。 
４ 地形をつくる力････ 一例 中越地震時の変動 

 濃尾地震（1891 年，M8.0）の根尾谷断層のよう

に，大きな地震があると地表に断層が出現すること

があります。中越地震では明瞭な断層は形成されま

せんでしたが，水準点測量の結果，川口付近で 70cm
以上隆起したことがわかりました。やや精度の落ち

る三角測量では，図９に示すように川口から北東へ，

萱峠や鋸山へ向かう細長い領域で 50cm 以上隆起し

たことが推定できます。この隆起帯は，地形や地質

構造とも一致しています。山本山はこの隆起帯のす

ぐ西側にあるので，この地震でわずかに西傾斜が増

幅されたことでしょう。 

 地形をつくる力は地震のほかに，火山活動や重力，

流水の侵食・運搬・堆積，プレートの動き，気候変

化や生物の作用など様々なものがあり，すべて地球

のいとなみともいえるものです。地形を読むことは

地球のいとなみを実感すること，地形を知ることは

景色を楽しむこと，このことを強調しておきます。 

 
図８ 小国盆地の地形面（①に示す 7 本の地形断面線を②で重ねて表示した） 

 
図７ 渋海川の瀬替え（北の方角＝右斜め上方，に留意） 

 
図９ 中越地震の震央と隆起帯（おもに三角測量結果より） 
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越後平野のランドマーク弥彦山は，約 1 千万年前に活動した海底火山が数百万年前から隆起をはじ

め，その後に侵食を受けて今の姿になったものです。周辺には深海の堆積物である寺泊層（写真④），

流紋岩から玄武岩までの火山岩・火砕岩類（写真③），さらに新しい時代の魚沼層も分布しています。

弥彦山の東縁は落差が数千メートルもある断層帯となっており，一部は活断層と考えられています。

岩室温泉・弥彦温泉などの温泉群（写真⑤）もこれらの地質状況と深く関係しています。 

 

日 時：平成３０年５月２０日（日） 雨天決行 

集合・帰着 長岡市越路支所（長岡市浦 715 番地    0258-92-3111） 

８時３０分 集合，８時４５分 出発，１７時 帰着（予定）。 

観察地：大河津分水改修掘削工事現場（露頭遠望），信濃川大河津資料館（見学），立岩と海浜，

弥彦山（山頂から越後平野・佐渡を眺望），矢作（やはぎ）丘陵，西川と自然堤防など 
 

対  象：どなたでも参加できます。（小中学生も歓迎） 

募集人員：４０人（先着４０人で締め切ります） 

案 内 者：大地の会顧問団 

参 加 費：大地の会会員 1,０00 円，一般１,５00 円。ただし高校生以下無料。 

（参加費はバス代・資料代など。当日徴収します） 

 昼食・飲み物は各自ご持参ください。動きやすい服装・靴でお願いします。 

申し込み：４月１０日（火）から４月２７日（金）までに，電話またはＦＡＸで次へ。 

    電話：0258-92-5910  FAX：0258-92-3333 （越路支所地域振興課） 

主催：「大地の会」／越路公民館 

 
① 燕市からの弥彦山 ②弥彦山から大河津分水河口 ③立岩（安山岩貫入岩体）  
④大河津分水改修掘削工事現場（寺泊層の露頭） ⑤さくらの湯温泉掘削ボーリング井戸 
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1．天気は晴れ曇り，体調は「雪ばて」 
連日の大雪が続く毎日の中，薄日もさす珍しく穏

やかな一日でした。しかし，メンバーは家周りの雪

のけや屋根の雪下ろし作業に明け暮れかなり疲労の

様子です。 
 

2．タイトルは「アンモナイト」 
孫が体験学習で

作ったアンモナイ

トのレプリカがヒ

ントです。昨年同

様に縦横 1.2ｍ，

高さ 1.6ｍの小サ

イズ雪柱を注文し

無着色の部に挑戦

しました。 
アンモナイトに

敬意を表しまして，

アンモナイトとは

…3 憶 5000 万年

前から生息し今か

ら 4500 万年前の

中世代白亜紀に恐

竜とともに絶滅し

た途方もない代物で北海道からも沢山の種類の化石

が産出しています。まあ，大地の会だから無関係で

はないということで。 
 
3．入賞できたか？ 
全参加は 28 団体で無着色はそのうち 7 団体に過

ぎず，賞を狙えるはずなのですが，何故か今年も逃

し入賞は次回に持ち越しです。 
 

 

 
 
 
 
4．作りながらの会話から 
「来年はやめようよ！」、「いや，やろうよ」，「え

っーやるの？」，「何作るか悩むのよ」，「来年も化石

で行くかー」，「製作者が化石みたい」・・・・「今年

は案外速くできたね」，「アンモナイトは作り易くて

良かったな」とわいわい話しながら，ともあれ 9 時

半開始から昼休憩入れて時間内で完成しました。 
 
5．他チームの入賞作品紹介 
ちなみにお隣さんの某企業さんでは，製作人数が

若者ばかり 30 人以上で，巨大なキャラクター像を

作り上げていました。パンダ像も素晴らしい。（我が

チームと比べないでください） 

 
 
6．完成記念撮影 
お疲れ様でした，来年こそは切実に参加者募集し

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（今井，大谷，小川，金子，中野＆ジュニア，鷲山，

彩夏，永井他）        
           大地の会雪像部 
                （永井千恵子） 
 

「2018 スノーフェスティバルｉｎ越路」 雪像作りコンテスト参加報告 2 月 10 日（土） 

入賞しますように！！ 

雪柱 
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 大地の会活動カレンダー  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

賛助会員紹介  

■国際石油開発帝石株式会社 

■朝日酒造株式会社 ■有限会社越路地計 

■株式会社エコロジーサイエンス 

■大原技術株式会社 ■有限会社広川測量社  

■高橋調査設計株式会社  

■オムニ技研株式会社 

■エヌシーイー株式会社 

                順不同 

大地の会会報 おいたち 92 号  

               2018. 3.20 発行 

大地の会事務局 

 〒949-5411 長岡市来迎寺甲 1381 永井千恵子 

e-mail：koshiji@daichinokai.sakura.ne.jp 
 URL：http://daichinokai.sakura.ne.jp/ 

問合せ先 

長岡市越路支所地域振興課教育支援係 

担当 赤松ゆり子 TEL 0258(92)5910  
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